








1.小児の IgA 腎症とメザンギウム増殖性腎炎において,運動量の違いにより,A.運動負荷群

(学校保健会の基準より1～2段階緩和)とB.コントロール群(基準通り)の2群に分け.運動

の腎臓に対する長期の影響の有無(観察期間 1年～1年半)を検討した。 

2,運動負荷が腎機能を増悪させたと思われる症例が 1例認められた。 

3.カロリーカウターによる,これら腎疾患の運動量負荷の許容上限は、%BMR からみた場合

130 近くにあると思われた。 


